
資料２ 

河川流域における津波被害状況 

※現地調査結果は、被災の全てを必ずしも網羅しているものではない。 



■ 今次津波と被災前堤防高および計画堤防高（津波・高潮） ［河口部］

被災状況 
■ 今次津波と被災前堤防高および計画堤防高（津波 高潮） ［河口部］  

● 五戸川 （青森県八戸市)      ［青森県管理］ 

● 大槌川 （岩手県大槌町） ［岩手県管理］
おおづち おおづち 

ごのへ  はちのへ 

● 大槌川 （岩手県大槌町）      ［岩手県管理］

● 気仙川 （岩手県陸前高田市）      ［岩手県管理］ 

● 北上川 （宮城県石巻市）      ［直轄管理］
いしのまき 

けせん 

きたかみ 

（宮城県 巻市） ［直轄管 ］

● 旧北上川（宮城県石巻市）          ［直轄管理］  

● 定川  （宮城県石巻市・東松島市）［宮城県管理］ 

きゅうきたかみ 

じょう 

● 鳴瀬川 （宮城県東松島市）    ［直轄管理］ 

● 七北田川（宮城県仙台市）      ［宮城県管理］ 

なるせ 

ななきた 

● 名取川 （宮城県仙台市・名取市） ［直轄管理］ 

● 阿武隈川（宮城県岩沼市・亘理町） ［直轄管理］ 
わたり 

なとり 

あぶくま 

● 新田川 （福島県南相馬市）    ［福島県管理］ 

● 鮫川  （福島県いわき市）    ［福島県管理］ 

みなみそうま にいだ 

さめ 

● 大北川 （茨城県北茨城市）    ［茨城県管理］ 

● 木戸川 （千葉県山武市）     ［千葉県管理］ 
さんむ 

おおきた 

きど 



凡 例 

 

     ・・・直轄河川 

 

     ・・・補助河川 
 

五戸川 

高瀬川 

馬淵川 

久慈川 

今次津波高と被災前堤防高および計画堤防高（津波・高潮）［河口部］ 
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    ・・・被災前堤防高 

 

   ・・・計画堤防高 

 

   ・・・今次津波高 

※ 水門処理をしておらず、被災前堤防高及び痕跡高等のデータがある河川を対象とした。 

※ 採用した今次津波高は以下のとおり 

 ①原則として、各河川の河口部近傍の今次津波の痕跡高を採用。（「津波被害調査の 

  マニュアル 津波工学報告15号（1998）」に従って、河川管理者独自が調査を行っ 

  たもののうち、信頼度がＡに区分されたデータ。） 

  但し、千葉県木戸川は、県独自の測量結果による値。 

 ②久慈川、那珂川は、観測できた最も河口に近い観測所の水位。 

 （久慈川：6.2ｷﾛ、那珂川：1.1ｷﾛ） 

※ 河川名の下線は計画堤防の対象外力を示す。  

  （  ＿ ：津波、＿ ：高潮、下線無し：洪水【自己流】 ） 



五戸川（青森県八戸市） 

五戸川沿川の浸水状況 

破堤箇所 

青森県調査 
浸水範囲 



右岸被災状況

五戸川（青森県八戸市） 
右岸被災状況

堤体の半分以上が流出 

破堤 L 24
法尻侵食 L=12m  法尻侵食 L=49m 

破堤    L=24m
法尻侵食 L=71m  法尻侵食 L=30m 

復旧断面（破堤箇所） 

五戸川 

左岸被災状況  法尻侵食 L=12m 
法尻侵食 L=26m 

法尻侵食 L=62m 

川裏側の法尻侵食 



大槌川（岩手県大槌町） 

11.0 

大槌川沿川の浸水状況 

9.9 

8.7 

7.5 
(1.0) 

16 2

12.9 

12.2 

6.9 

16.2

10.2 

9.9 

7.4 

12.4 

破堤箇所 

9.7  凡 例 
 

：津波痕跡高さ（浸水高）（T P m)

9.1 
(1.7) 

14.6 

     ：津波痕跡高さ（浸水高）（T.P.m)
       ※括弧内の数字は地盤面からの浸水深さを示す 
                    ○今次津波の痕跡高は「津波被害調査のマニュアル津波工学報告15号（1998）」に従って 
          行政機関、大学、研究所等の各種機関が調査を行った物のうち、信頼度がＡに区分された 
          データを記載 



::

大槌北小学校 

大槌高校 

至 宮古市 

県立大槌病院 

① 

① 

② 

大槌川の被災状況 

ＪＲ山田線 

鵜住居駅 

大槌川 

小鎚川 大槌小学校 

② 

④ 

④ 

③ 

③ 

大槌川 

国道45号 

至 大船渡市 

被災前断面 

被災後 

被災前 

0.3k付近(右岸) 

▽TP+6.40

4740

※被災後地盤線は写真からの読み取りによる

（      部は橋梁横河部分） 

※被災後地盤線は写真からの読み取りによる



気仙川（岩手県陸前高田市） 
凡 例

気仙川沿川の浸水状況 
凡 例 

 

      ：津波痕跡高さ（浸水高）（T.P.m) 
       ※括弧内の数字は地盤面からの浸水深さを示す 
                    ○今次津波の痕跡高は「津波被害調査のマニュアル津波工学報告15号（1998）」に従って 
          行政機関、大学、研究所等の各種機関が調査を行った物のうち、信頼度がＡに区分された 
          データを記載 

11.3 
(5.1) 

10.2

14.1 
(11.6) 

10.2
(1.4) 

15.6 
(1.9) 

15.7 
(7.9) 

15.8
(14.0) 

1 4

破堤箇所 

12.6 

13.8 

14.9 

15.4
(16.0) 

14.5
(12.2) 



::

① 

⑤ ④ 

護岸被災延長  

L=100m（右岸） 

③ 

① 

⑥ 

護岸被災延長  

L=100m（右岸） 

② 

0.6ｋ付近（左） 

注）堤防崩壊ラインは、写真などからの推定 

T.P.+5.5 

被災前断面 

被災後断面 

① 

気仙川 

気仙大橋 上部工流出 

護岸被災延長  

L=100m（左岸） 

姉歯橋 落橋 

③ 

④ 

⑤ 

気仙川の被災状況 

② 

⑥ 



北上川（宮城県石巻市） ［直轄］ 
14.9 

9.4 
(7.0) 

11.7 

13.4 
(11.5) 

凡 例 
 

北上川沿川の浸水状況 
(10.3)

      ：津波痕跡高さ（浸水高）（T.P.m)
       ※括弧内の数字は地盤面からの浸水深さを示す 
                    ○今次津波の痕跡高は「津波被害調査のマニュアル津波工学報告15号（1998）」に従って 
          行政機関、大学、研究所等の各種機関が調査を行った物のうち、信頼度がＡに区分された 
          データを記載 

月浜地区 

7 4

2.0 
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1.2 
(0.7) 

3.2 

0.9 

7.4 

12.3 
(6.0) 

釜谷地区 

4.3 

4.5  4.8 

4.7 
(0.0) 



被災断面（スケッチ・ポンチ絵等） 

・土堤部はM44～T14年施工、川裏が著しく侵食を受けている（津波越流）。 

・河口部特殊堤はＨ１８年３月に施工、川側へ引きづられるように倒壊・崩壊している。 

参考情報 

⑥

土堤部（終点側より2.6k付近・左岸）  特殊堤（終点側より ０k ・河口区間） 

月浜第一水門上流区間の堤防 

月浜堤防・土堤部 

法裏法の堤防侵食（2.4k付近） 

月浜堤防・土堤部 

月浜第一水門に隣接する堤防の侵

食状況（1.8k付近） 

月浜堤防・水門取付部 

土堤部水門側

月浜堤防・土堤部 月浜堤防・土堤部 
月浜堤防・土堤部 

特殊堤が倒壊（手前が 部健全な区 特殊堤は 川側に倒壊
一部区間では、川側に引きづり 

土堤部 

(2.2k+50.0m～

北上川の被災状況（月浜地区［左岸］） ［直轄］ 

堤防構造（被災前） 

特殊堤が倒壊（手前が一部健全な区 特殊堤は、川側に倒壊
込まれるように倒壊 

遡上津波高 

「約T.P.=8.0m」と推定 

2.0k（月浜第一水門） 

約T.P.7.0m 

遡上津波高（推定） 

0.1k（月浜第二水門付近） 

 窓に残った痕跡が水門管理橋の高欄よりも高いことから

土堤部 特殊堤部 

(-0.8k+135.0m～0.6k+112.0m) (2.2k+50.0m～

特殊堤部 

(-0.8k+135.0m～0.6k+112.0m) 



被災断面（スケッチ・ポンチ絵等） 

・釜谷堤防はS30～H8年施工、津波により堤防約1,100mが流出。 

・堤体部分は、ほぼ全段面が流出している。 

参考情報 

富士橋 
北上大橋 

富士川 北上川 

上流側より撮影 

北上大橋 

起点 

流失 

北上大橋 

堤体の一部（道路１車線分）が残っている区間 

北上川の被災状況（釜谷地区［右岸］） ［直轄］ 

堤防構造（被災前） 

北上大橋 

堤防流失 L=1,100m 

←北上川 

大川小学校での痕跡 
北上大橋での痕跡 

家屋 

ブロック積 

高水護岸 

（大型連ブロ） 

矢板 

堤防流出箇所 

高水護岸 

家屋 

ブロック積 

高水護岸 

（大型連ブロ） 

矢板 

法留 



旧北上川沿川の浸水状況

旧北上川（宮城県石巻市） ［直轄］ 

2.0 

0.5 

凡 例 
 

      ：津波痕跡高さ（浸水高）（T.P.m) 
       ※括弧内の数字は地盤面からの浸水深さを示す 

旧北上川沿川の浸水状況 

                   ○今次津波の痕跡高は「津波被害調査のマニュアル津波工学報告15号（1998）」に従って 
          行政機関、大学、研究所等の各種機関が調査を行った物のうち、信頼度がＡに区分された 
          データを記載 

1.1 

2.5 

1.7 

3.4 

4.5 

2.7 

4.5 1.6 

6.2 
6.7 

6.7 



被災断面（スケッチ・ポンチ絵等） 

・旧北上川河口部の緊急高潮堤が流失・陥没。 

・地盤も大きく沈下 

⑥

石巻市立病院の被災 
２階まで被災 

右岸・内海橋と上流の土堤 右岸・内海橋 

旧北上川の被災状況 ［直轄］ 

 

 

旧北上川 

【西内海橋】 

遡上津波高（推定） 

約T.P.5.0m （=K.P.5.8754m） 

 

右岸2.6k 石巻商工信用組合建物 

堤防構造（被災前） 

1.2k付近 

緊急高潮堤流失  

緊急高潮堤流失  

1.2k付近 

緊急高潮堤 
家屋 

石積護岸 



定川沿川の浸水状況

定川（宮城県石巻市・東松島市） 

凡 例 
 

      ：津波痕跡高さ（浸水高）（T.P.m) 
       ※括弧内の数字は地盤面からの浸水深さを示す 

○今次津波 痕跡高は「津波被害調査 津波 学報告 号（ ） 従

定川沿川の浸水状況

                    ○今次津波の痕跡高は「津波被害調査のマニュアル津波工学報告15号（1998）」に従って

          行政機関、大学、研究所等の各種機関が調査を行った物のうち、信頼度がＡに区分された 
          データを記載 

5 6
2.6 
(0 ) 破堤箇所

5.8 

4.4 

5.6

2.8 
(0.7) 

3 2

(0.5) 破堤箇所

3.2
(1.7) 

6.1 
(5.0) 



定川の被災状況 

平面図  ① 

① 

② 

② 

破堤箇所 

標準断面図（構造図） 

定川（東松島） 

越流の有無： 有 
a)越流水深：2 8m(津波痕跡高5 8m)

被災 
 a)越流水深：2.8m(津波痕跡高5.8m) 
 b)堤防付近の堤内側水深：5.8m 
 c)越流時間：不明 



鳴瀬川沿川の浸水状況

鳴瀬川（宮城県東松島市） ［直轄］ 

凡 例 
 

      ：津波痕跡高さ（浸水高）（T.P.m) 
※括弧内の数字は地盤面からの浸水深さを示す

鳴瀬川沿川の浸水状況

       ※括弧内の数字は地盤面からの浸水深さを示す
                    ○今次津波の痕跡高は「津波被害調査のマニュアル津波工学報告15号（1998）」に従って 
          行政機関、大学、研究所等の各種機関が調査を行った物のうち、信頼度がＡに区分された 
          データを記載 

3.5 
(1.3) 

4.8 

野蒜地区 

10.8 9.4 
(4.4) 8.5 

(6.2) 

5.9 

7.6 
(4.8) 

9.4 
(6.8) 



被災断面（スケッチ・ポンチ絵等） 

・鳴瀬川河口部・右岸特殊堤Ｌ＝４２０ｍが流失。 

・下流側は特殊堤及び海岸堤防の接合部を境に流出している。 

参考情報 海岸堤防 

0.3ｋ付近（決壊箇所） 

 

h=3.5鳴瀬川 
背面堤防盛土流出 

ブロック積倒壊・背面堤 

防盛土流出 

0.2k+50m付近（決壊箇所） 

h=3.5m
被災 １ 

鳴瀬川の被災状況（野蒜地区［右岸］） ［直轄］ 

0.2ｋ付近から下流側で堤体が残る部分 0.2ｋ+50m付近（決壊箇所） 

h 3.5m

特殊堤の流出・堤防決壊 

被災 ２ 

被災 ３ 

痕跡の参考となる写真を添付ください 

野蒜資料館（鳴瀬川右岸0.2k+100付近） 



七北田川沿川の浸水状況

七北田川（宮城県仙台市） 

5.8 

七北田川沿川の浸水状況

2.4 
(1.4) 

2.7 

2.8 

4.0  破堤箇所 

7.8 

6.2 3.7 

4.9 

3.8 
(0.8)

3.2 
(2.2) 

9.3 
(5.8) 

(0.8) 

4.4 
(3.4)  破堤箇所 

凡 例 
 

      ：津波痕跡高さ（浸水高）（T.P.m) 
       ※括弧内の数字は地盤面からの浸水深さを示す 

○今次津波の痕跡高は「津波被害調査のマニュアル津波工学報告15号（1998）」に従って                   ○今次津波の痕跡高は 津波被害調査のマ アル津波工学報告15号（1998）」に従って 
          行政機関、大学、研究所等の各種機関が調査を行った物のうち、信頼度がＡに区分された 
          データを記載 



堤防の決壊③ 

七北田川の被災状況 

蒲生地区 

④

堤防の決壊 
高砂橋 

蒲生干潟 

② 

③ 

④
④ 

南閘門 
①  ⑤ 

⑤ 

⑥ 

北貞山運河 

写真：国土地理院（震災後空中写真） 

⑤
⑥ 

七北田川左岸築堤 標準断面図 ②

被災 

⑤

七北田川左岸築堤 標準断面図 
閘門の被災 ①   ②

北貞山運河 

護岸・パラペット・堤体の被災 



名取川沿川の浸水状況

名取川（宮城県仙台市・名取市） ［直轄］ 

名取川沿川の浸水状況 

4.4 

凡 例 
 

：津波痕跡高さ（浸水高）（T P m)

藤塚地区 

5.2

3.6 

      ：津波痕跡高さ（浸水高）（T.P.m) 
       ※括弧内の数字は地盤面からの浸水深さを示す 
                    ○今次津波の痕跡高は「津波被害調査のマニュアル津波工学報告15号（1998）」に従って 
          行政機関、大学、研究所等の各種機関が調査を行った物のうち、信頼度がＡに区分された 
          データを記載 

2.1 

3.8
9.1 

3.8

6.4  9.2 

9.3 

閖上地区 



被災断面（スケッチ・ポンチ絵等） 

・当該堤防は、藤塚排水機場から海岸公園樋門の区間であり、施工中。 

・堤防構造は、土堤構造。被災後も、7～8割程度が残存。 

・天端Ａｓ舗装は、未施工。 

参考情報 

Ｈ２１施工済区間では天端・法面は

ほぼ完全な状態 
施工済区間の川裏側、堤防法面が侵

食されている 

背後は湛水

左岸・藤塚堤防（川裏） 左岸・藤塚堤防（川表） 

津波 

工事中の区間（写真手前）は、津波越流

により築堤盛土が侵食を受けている。 

現在工事中区間 

施工済区間 

堤内側 

仙台湾 

藤塚堤防（工事区間） 

左岸・藤塚堤防（川裏） 

海岸方

左岸・藤塚堤防（藤塚排水機場より北側） 

津波越流により築堤盛土が侵食を受けている 

左岸・藤塚堤防（海岸方向区間） 左岸・藤塚堤防（川裏） 

名取川の被災状況（藤塚地区［左岸］） ［直轄］ 

堤防構造（被災前） 

殆どの松の木では、ある一定の高さより下

は枝が無い（藤塚堤防より撮影） 
閖上大橋付近から左岸・藤塚地区の津波を撮影 

津波越流により築堤盛土が侵食を受けている 一部、津波による侵食跡が見られる 



被災断面（スケッチ・ポンチ絵等） 

・当該特殊堤はＳ５３年の宮城県沖地震で被災し復旧。上流区間はＳ２９年施工 

・堤防は川表は自立式擁壁（パラペット一体）タイプ、天端はＡｓ舗装、川裏はコンクリー

トブロック積 

参考情報 

⑥

侵食により旧特殊堤が見える 
上流側区間は舗装版も健全な状態 パラペットの「通り」も殆どズレが無い 

右岸・閖上特殊堤 
右岸・閖上特殊堤 右岸・閖上水門下流土堤区間 

護岸・連接ブロックのめくれ上がりはあるが、

土堤部での大きな損傷は見あたらない。 

右岸・閖上特殊堤（閖上水門直上流） 

パラペットの損傷は見られない 

 

右岸・閖上特殊堤 

旧特殊堤 

右岸・閖上特殊堤 
右岸・閖上水門上流 

0k000+65m 
被災前断面

名取川の被災状況（閖上地区［右岸］） ［直轄］ 

堤防構造（被災前） 

殆どの松の木では、ある一定の高さより下

は枝が無い（藤塚堤防より撮影） 

右岸特殊堤上流より河口を望む 

天端は舗装版が剥がされた状態 

水門直上流の特殊堤。背後の浸食が著しい 天端は舗装版が剥がされた程度 

HWL=2.867 

新旧護岸の境界部 
埋め戻し土の局部流失 

堤体盛土の流失 

コンクリート擁壁護岸の前傾（W=10cm） 

施工打継目のずれ（W=2cm） 

HWL=2.867 

被災前断面

被災後断面 



1.9 

阿武隈川沿川の浸水状況

阿武隈川（宮城県岩沼市・亘理町） ［直轄］ 

3.2 

阿武隈川沿川の浸水状況 

凡 例 
 

      ：津波痕跡高さ（浸水高）（T.P.m) 
       ※括弧内の数字は地盤面からの浸水深さを示す 
                    ○今次津波の痕跡高は「津波被害調査のマニュアル津波工学報告15号（1998）」に従って 
          行政機関、大学、研究所等の各種機関が調査を行った物のうち、信頼度がＡに区分された 

8.0 
          データを記載 

4 0

4.4 

1.8 

5.0 
(3.4) 

4.0

5.4 
(2.4) 

5.4 
(4.3) 

6.6 

7 9

1.5 

荒浜地区 

4.8 

7.9

11.4 
(6.4) 



被災断面（スケッチ・ポンチ絵等） 

・当該堤防はＨ１７年施工した特殊堤。 

・堤防は川表ブロック張、天端はＡｓ舗装、川裏は張芝土堤、０．８ｍのパラペット付き 

・津波により堤体が著しく侵食を受けている。パラペットも津波により飛ばされている。 

参考情報

荒浜排水樋管付近から終点側全景を望む 

終点0.0k+80m 

堤防洗掘L=200m 

起点を下流側（県管理区間）より望む 

起点0.0k-120m 

町道

被災前断

堤防流失跡（県管理区間） 

起点0.0k-120m 

県管理堤防流失区間L=30m  

※復旧時締切必要区間 

起点下流側の県管理区間（約30m）流失状況を堤内側より望む 

荒浜排水機場（亘理土地改良区）の「窓」

の破損から、津波高はこれ以上か？ 

阿武隈川の被災状況（荒浜地区［右岸］） ［直轄］ 

堤防構造（被災前） 

「わたり温泉鳥の海」の破損状況から津波高は１

Ｆ・２Ｆ境界付近か 

建物玄関からの測定で津波高は

約４．５ｍ程度か 

 

亘理大橋（1.6k右岸） 

津波越波により特殊堤パラペット

パラペット部倒

パラペット特殊堤

大型連接ブロッ

野芝吹付・侵食防止マット

津波越波 より特殊堤 ラ ッ

部が堤内地まで飛ばされていた 



新田川沿川の浸水状況

新田川（福島県南相馬市） 

新田川沿川の浸水状況 
破堤箇所 

新田川水系新田川 
（福島県南相馬市） 

破堤箇所 

凡 例 
 

      ：津波痕跡高さ（浸水高）（T.P.m) 
       ※括弧内の数字は地盤面からの浸水深さを示す 

○今次津波の痕跡高は「津波被害調査のマニュアル津波工学報告15号（1998）」に従って                    ○今次津波の痕跡高は「津波被害調査のマニュアル津波工学報告15号（1998）」に従って

          行政機関、大学、研究所等の各種機関が調査を行った物のうち、信頼度がＡに区分された 
          データを記載 



① ②

新田川の被災状況 
① ②

堤防被災延長 
L=400m（左岸） 

堤防被災延長 
L=18m（左岸） 

3.50 
4.00 

破堤箇所横断図 

破堤前の断面

③ 
新田川 

2.80 

破堤後 

① 

④ 
④ 

② 

③ 

堤防被災延長 
L=180m（右岸） 



鮫川沿川の浸水状況

鮫川（福島県いわき市） 

凡 例 
 

      ：津波痕跡高さ（浸水高）（T.P.m) 
※括弧内の数字は地盤面からの浸水深さを示す

鮫川沿川の浸水状況 

       ※括弧内の数字は地盤面からの浸水深さを示す
                    ○今次津波の痕跡高は「津波被害調査のマニュアル津波工学報告15号（1998）」に従って 
          行政機関、大学、研究所等の各種機関が調査を行った物のうち、信頼度がＡに区分された 
          データを記載 

4 2

6.7 

護岸被災箇所 

4.2

6.7 



鮫川の被災状況 

① 
③

①
② ③ 

① 
護岸被災延長 
L=390.0m（右岸） 

鮫川 

②  ③ 

横断図 



大北川沿川の浸水状況

大北川（茨城北茨城市） 

大北川沿川の浸水状況 

被災箇所 



被 後

大北川の被災状況 

平面図 
被災直後  

延長 L=53m 
① 

H23.3.12 
延長 L=83m  ② 

①パラペット堤破損

②背面（堤内地）吸出し 

標準断面図（構造図） 
H23.3.12  

 

越流の有無：有 
 a)越流水深：不明

被災前：赤線 

被災後：黒線 

 

 

 

 b)堤防付近の堤内側水深：不明 
 c)越流時間： 不明 

 

 

 

 



木戸川沿川の浸水状況

木戸川（千葉県山武市） 

木戸川沿川の浸水状況 

破堤箇所 



木戸川の被災状況 

平面図 
①導流堤決壊 

L=20m 

②護岸破損 

１

２ 
L=57m 

越流の有無：有

標準断面図（構造図） 

被災 
越流の有無：有
 a)越流水深：2.1m 
 b)堤防付近の堤内側水深：1.8m 

)越流時間 ６時間c)越流時間：６時間


